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Abstract: In the present paper, we describe a human case of liver fluke (Fasciola sp.) 


infection occuring in a 15 years old female who lives in Nagasaki Prefecture. 


The pati- 


ent was admitted to the University Hospital with the complaints of nausea, vomiting and 


epigastric pain. 
pable in the right hypochondricus region. 


On the physical examination, 


about a hen’s egg sized tumor was pal- 
Various laboratory examinations were perfor- 


med on the liver function tests, amylase activity in serum and urine, blood, stool, urine 


and so on. 
Finally, 


hypotonic duodenography and selected coeliac arteriography. 


But most of them revealed the normal value excluding slight eosinophylia. 
the patient was clinically diagnosed as pancreas cyst from the findings of 


We could surgically find a 


cyst, 4.5x3.0 x2.5 cm in size, adhering to the duodenum wall and the head of pancreas. 


A flat fluke worm was detected from this cyst. 
in maximum width, 


measuring 27 mm in length by 6.8 mm 


The fluke worm was long leaf-shaped, 
ratio of length to breadth 


being about 4 : 1 in the value of the fixed specimen. Ventral sucker was larger than oral 
sucker, size of those measuring 1.50x1.41 mm and 1.01x0.78 mm respectively. Branched 


intestinal caeca 
cavity of the worm. Particularly, 
cated than that of Fasciola hepatica, 


clearly recognized, but some deformed eggs were found at the portion of uterus. 
striations could be seen all over the surface of whole 
mentioned above, 


lar scales with fine longitudinal 
body. From the characteristics 


with numerous lateral diverticula were present fully in the internal 
the secondary intestinal branches were more compli- 
Distinct features of uterus and testis could not 


be 
Cuticu- 


this fluke worm was identified as 


Fasciola sp. which resembled Fasciola gigantica. 


t 


肝 星 症 は 肝 星 属 (Fasciola) の 寄生 に よっ て 超 る 肝 
お よび 胆管 の 疾病 で , 主として , & GB, WAKE 


mi 


の 家畜 に 広範 な 慕 延 が み ら れ る . 本 吸虫 の 人 体感 染 
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例 は 比較 的 上 少なく. これ まで に 世界 で 約 1300 例 の 報 
宮 が ある と 云わ れる . 然し 年 ら 最 近 に な っ て 人 体 寄生 
例 は 次 第 に 増加 の 傾向 が あり , 臨床 上 また 公 衆 衛生 学 
的 に も 重要 性 を 増し つつ ある. Pautrizel et al. 
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(1964), Coumbaris(1966), Hardman et al. (1970) 
等 は 夫 ^ 最 近 フ ラン ス , アルジェリア, イギリス に お 
ける 本 症 患 者 の 大 発生 に つい て 報告 し て いる .、 わが 国 
で の 人 体 寄 生 例 は 衛 田 (1926) に よっ て 初め て 記載 さ 
REED, その 後 今日 まで 約 17 例 の 報告 を みる に すぎ 
な い . これ ら の 報告 を みる と 躍 卵 検出 に より 診断 され 
た も の が 多い が , 中 に は 腫瘍 な どの 診断 で 外科 的 手術 
が 行わ れ た 際 に 偶然 虫 体 が 発見 され た り , 更に は 異 所 
的 な 寄生 例 と し て 報告 され て いる も の も ある . 特に 肝 
巡 の 異 所 寄生 例 に つい て は 我国 で は 小宮 ら (1955) の 
他 少数 の 報告 が ある が , その 数 は 世界 的 に も 極め て 少 
LES 

著者 ら は 最近 長崎 県 で 肝 蜂 の 人 体 異 所 寄生 の 1 症例 
を 経験 し た の で , その 概要 な ら び に 摘出 され た 貝 体 の 
特徴 な ど を 記載 し , 長崎 県 に 於 ける 最初 の 症例 と し て 
報告 する . 


症 — 8i 


患 者 : 15 才 , 女子 , 学生 , 現住 所 は 長崎 県 南 高 
来 郡 布 津 町 で 生後 他 の 土地 に 居住 し た 事 は な い . M 
父 の 家業 は 漁業 で ある . 

現 病歴 : 昭和 47 年 2 月 頃 か ら 趣 心 , 路 吐 が あり , 
その 後 5 月, 10 月 , 12 月 に も 同様 の 症状 に 加え て 上 腹 
部 痛 を 伴う 発作 が 起 る よう に な っ た が , いずれ も 1 日 
で 回 復 し た . i$, 発作 時 の 痛み が 右 李 助 部 より 心 宮部 
に か け て あり , その 際 に は 同 部 が は れ た よう な 感じ が 
あっ た . 然し 上 記 発 作 が な い 時 は 全く 自覚 症状 は 無 か 
っ た と 云う と ころ が , 昭和 48 年 1 月 4 日 激しい 悪心 , 
ICED, この 時 は 上 腹部 だ け で な く 痛 部 お よび 腰 
部 に まで 疾 痛 が 放散 し た . COR, 茶 医 で 十二指腸 炎 
の 診断 で 治療 を 受け て いた が 軽快 せ ず 1 月 20 日 心 次 部 
の 腫 将 を 指摘 され , 精密 検査 の 目的 で 2 月 8 日 当 大 学 
附属 病院 外科 に 紹介 され , 入院 し た . 

現 症 及 び 入 院 後 の 経過 : 栄養 良好 で 呼吸 , JR, 
_ 心肺 に 著 変 を 認め な い . eR, 貧血 は な い . 腹部 で は 
右 季 助 部 で 脱 よ り 3 BREE AIC) INK © RO 
され た . 低 緊 張 性 十二指腸 造影 お よび 選択 的 腹腔 動脈 
造影 な どの 検査 所 見 か ら 膝 臓 雷 腫 と 診断 され た . 患者 
の 都合 で 2 月 26 日 一 且 退 院 し た が , 4 月 初旬 より 再び 
前 記 症 状 が 次 第 に 増強 し 同月 下旬 頃 に は 上 腹部 痛 の た 
め 睡 眠 や 食事 も 充分 に と れ な い 状 態 と な り , 5 月 5 日 
再度 入院 し た . 

検査 成績 : 
a) 尿 所 見 は pH 6.0, 4A (一 ), # (一 WEL 


術 前 の 諸 検査 成績 は 下記 の 通り で ある . 


し て 赤血球 (一), 白血球 (+), APREB CX). b) 
血液 像 は 赤血球 数 48475, 白血球 数 6300, Hb (ザー 
リー) 81%, ヘマ トク リッ ト 4325, 白血球 分 類 で は 
好 酸 球 7 75, 好 中 球 の 村 核 626, DEI 527%, リン 
SBR 26%, 単 球 9 THD. また c) 用 機能 検査 で 
EDS 9 単位, 総 ビ ルビ リン 0.4 mg/dl, TTT 
8.1, ZTT 14.8 単位 , A/G 比 1.10, GOT 35 単 
(vy, GPT 26 Mhz, アル カリ ホス ファ ター ゼ 6.5 単 
frc, その 他 に d) アミ ラー ゼ (Blue starch 法 ) 
が 血清 89, IK 111 単位 , e) 検便 , JRA CRIN 
(=) で あっ た . 

手術 所 見 : Av) SA bR, 十二指腸 部 に か け て 
炎症 が あり 互 ひ に 療 着 し て いる . 十二指腸 の 壁 側 腹 膜 
を 切開 し , 十二指腸 を お こす と 腎臓 の 真 上 に 乗 か か る 
様 に し て 十二指腸 と 療 着 し た 騰 頭 の 外側 部 に 裏 腫 が 認 
め ら れ た . 摘出 し た 坦 腫 の 大 き さ は 小 鶏 卵 大 (4.5x 
3.0x2.5cm) で 比較 的 柔らか い . 尚 この 時 きず つけ た 
細 腫 の 破損 部 か ら 内 容 が 露出 し 暗 赤 色 の 騰 様 液 と 共に 
Bt ON 3 cm 大 の 貝 体 が 出 て 来 た . 一 方 , この 部 位 
の 病理 組織 学 的 所 見 で は 一 部 に 膝 小 葉 が み ら れ , その 
主 岳 変 は 膝 周 囲 の 広範 な 炎症 病変 で あっ て 所 々 に 壊死 
性 の 損傷 と 好 酸 球 の 強い 漫 潤 が 認め られ て いる 

(Fig. 1) 
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Fig. l. A cyst produced by a liver fluke 
infection in the region of the head 
of pancreas. 

Note: A liver fluke was detected 
in the cyst. 


Bs 体 所 見 


摘出 され た 虫 体 は カル ミン 染色 を 行なっ た 標本 に つ 
いて 観察 し た . その 外形 は 局 平 , 竹 業 状 を 呈し , 体長 
2.7cm, 体 幅 6.8mm。 頭 部 は 狭小 円 雛 状 て 後 体高 と 明 
BCR SiS. i, HAD 体長 ノ 体 幅 比 は 4.0 
で 後 体 部 の 両側 は 殆 ん ど 平 行 を 呈し 比較 的 細長 く 大 型 
CHS, 頭 部 先端 に ほ は 肉 有 眼 で 口 吸盤 が , d 
下方 腹面 の 正中 線 に 日 吸 盤 よ り 大 形 の 腹 吸 盤 が 認め 
oe ui 
腹 吸盤 は 1.50x1.41 mm で ある . WECH 
BA Dd その 形態 は 概ね 急 鱗 状 を な し 基部 は 比較 
的 幅広 い 、 父 その 多く は 表面 の 微細 な 従 線 が 像 け て 扇 
形 に 広がっ て いる の が 観察 さき れる. 尚 その 配列 や 形態 
は 躍 体 の 部 位 に より 多少 の 相違 が み ら れ る . 即ち , S 
部 円 鑑 部 の 皮 還 は 比較 的 細 小 で 規則 正しく 演 に 交互 に 
配列 し , 体 部 に 移行 する に つれ 大 形 と な る が 配列 は 多 
少 乱 れ て いる . 更に 尾 端 に 移行 する と 再び 小形 と な っ 
て いる . 内 部 構造 を 精査 する と 球形 の 咽頭 が 日 吸盤 後 


半 と 重なり 合っ て いて , その 大 き さ は 0.83 x0.63mm, 


腸管 は 喘 頭 より 直ちに 左右 に 分 れ 肝 星 に 特有 な 分 岐 衣 
畑 を 多数 分 岐 し つつ 後方 へ 走っ て 体 の 末端 に 達する . 
これ ら の 腸 は 著しく 分 岐 し て いる が 互い に 連合 する こ 
と は な い , 更に 本 虫 体 の 腸管 分 岐 は Fasciola hepa- 
tica と 比較 し て 極め て 復 雑 で ある 事 が 観察 され る . E 
殖 対 に つい て は 咽頭 と 腹 吸 盤 の 間 に 卵 円 形 の 陰茎 糞 が 
FEL, その 中 に 貯 精 埋 , 陰茎 , 子宮 端 部 お よび 生 将 
北 と 思わ れる も の が 認め られ る . BRL, これ に 続く 子 
宮 ュ イル の 形状 は 殆 ん ど 認 め ら れず , 腹 吸 盤 の 直ぐ 下 
部 に 異常 と 思わ れる 卵子 の 散在 が 僅か に 認め られ る . 
この 卵子 の 多く は 卵 毅 の 形成 が み ら れ る が , COKE 
さき を 計測 し て みる と 長径 が 66.8—107.9 短 径 が 
51.4~69.4 » の 範囲 の も の で 極め て 小さ く , ZO 
の M d 

. 一 方 , 卵巣 は 腹面 より みて メー リス 腺 の 左前 方 に 
a し , TORREK SLICK LTS 
その 分 岐 数 は 概ね 30 を 数 え , 幹部 は 比較 的 細く , JA 
が りゃ も 大 きい . また 両 軸 丸 は 子宮 と 同様 に 殆 ん ど と 原形 
を 止め て お ら ず , 夫々 の 位置 に カル ミン 濃 染 部 が 不 規 
則 に 散在 する 事 と 2 本 の 輸 精 管 を わずか に 認め る 事 か 
ら そ の 存在 が 判定 で きる 程度 で ある . M, MERR 
規則 な 染色 和 題 粒 と し て 体側 方 の 前 敵 近 く か ら 後 端 に ま 
で 広がっ て み ら れ る . 更に 体 中 央 部 か ら 尾 端 に 至る 正 
中 線上 に 排 洪 細 と 思わ れる 檜 々 太い 管状 の 空隙 が 両 騰 
脚 の 問 を 従 走 し て いる の が 認め られ る . 
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人 肝 星 症 で は 主 に 上 腹部 痛 , 心 高 部 痛 , 衰弱 , 発熱 , 
じん 麻疹 な どの 症状 を 呈す る 場合 が 多い と 云わ れる . 
本 症例 に 訟 て も 悪心 , 嘱 吐 , 上 腹部 痛 お よび 右 李 助 部 
の 腫 有 工 な どの 症状 が 発現 し た . 本 症 の 確実 な 診断 は 躍 
卵 の 証明 に よっ て な され る が , 時 に は 本 症例 の 如く 虫 
卵 は 全く 検出 され ず 腹 部 腹 癌 の 外科 的 手術 の 際 に 偶然 
虫 体 が 発見 され る 場合 も あり , 我国 で は 稲田 <1926), 
小宮 ら (1954), 小林 ら (196D, 内 野 ら 1965), x 
田 ら (1966) の 報告 が その 例 で ある . この うち 特に 凌 
所 寄生 に つい て の 報告 例 と し て は 小宮 ら 0954) に よ 
る 腸 間 膜 リン 腺腫 瘍 内 寄生 , 内 野 ら (1965) に よる 
肺 職 寄生 , 更に 最近 の 報告 で は Buranasin et al. 
(1970) の 腹膜 膝 膜 瘍 内 寄生 , Khamboongruang et 
al. (1971) の 胸部 膜 瘍 内 寄生 な ど が 文献 上 みみ られ る . 
Ej, これ まで に 人 体 異 所 寄生 を 認め た 部 位 と し て は 腹 
EA, 胸腔 内 , 皮下 , 気管 , 中 腔 な ど が あげ られ て い 
る が , 本 症例 の 如く 騰 頭 部 に 形成 され た 振 腫 内 に 本 吸 
虫 の 寄生 を 認め た 例 は 著者 ちら が 調べ た 範囲 で は 未だ 報 
告 は な いよ う で ある . 肝 蜂 症 の 診断 法 と し て は 前 述 の 

5 に 虫 卵 検出 が 最も 確実 で ある が , 最近 で は その 補 
助 的 手段 と し て 皮 内 反応 , 沈降 反応 , 補 体 結合 反応 な 
ども 併用 きれ て いる . AL, 異 所 寄生 の 場合 は 手術 に 
ょ っ て 初め て 貝 体 の 存在 が 確認 され る 以外 その 確か な 
診断 が 殆 ん ど 不 可能 で ある 事 が 過去 の 事例 か ら も 害 を 
5. 一 方 , 摘出 され た 貝 体 に つい て は 前 述 の 所 見 か ら 
みて 肝 星 属 で ある 事 は 明らか で ある . 然し 生 ら 本 虫 体 
は その 内 部 構造 , 特に 子宮 ュ イ ル 及 びそ の 内 卵子 , S 
に は 両 撃 丸 の 不全 な どか ら 推 し て 正常 な 発育 を な し つ 
つ あ っ た と は 考え 難い . その 理由 と し て 虫 体 の 寄生 が 
膝 頭 部 と いう 本 来 の 寄生 部 位 で は な い 凌 常 な 培 境 に 明 
ら さ れ て いた こと が あげ られる. 勿論 , BBA BIS 
る 中 体 の 生存 期間 な ど は 全く 不明 で ある が , この 部 位 
uo T 
性 病変 で あっ て 所 々 に 虫 体 の 移動 に と も な う 壊死 
NN 
た 小宮 ら (1954) は 腸 剛 膜 リン バ 腺 組織 内 寄生 の 貝 体 
の 形態 に つい て 詳し く 記 載 報 告 し て いる が , KREO 
場合 も それ と 全く 類似 し て お り , 本 来 の 寄生 部 位 で な 
い 臓 器 で の 忠 体 の 発育 な ら び に 障害 の 程度 に 共通 性 が 
み ら れ 興味 深い . 一 方 , わが 国 に 於 ける 肝 剛 の 種類 に 
つい て は 現在 も な お 論議 され て いる が , 過去 の 人 体 寄 
生 例 で は Fasciola hepatica と し て 報告 され て いる も の 
が 多い . SRL, 渡辺 ら (1954, 1958~1950, 1960) は 
広範 な 肝 蜂 の 形態 帯び に 生態 学 的 比較 研究 に より 日 本 
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で み ら れ る F.hepatica は 輸入 和牛 に 由来 する も の で 邦 


産 古 来 の 種 で な い 事 を 報告 し , 更に 日 本 に 存在 する 唯 


一 の 中 間 宿 主 (ヒメ モノ アラ ガイ ) が 本 種 に と っ て 余 
り 好 適 宿主 で な いこ と か ら 本 種 の 我国 に お ける 慕 延 は 
考え られ な いと し て いる . この よう に 肝 星 属 の 種 の 分 
類 に つい て 論議 され て いる 原因 に は 種 内 の 個体 変異 が 
大 きい こと が あげ ば られる. KED (1968, 1970) は こ 
2 し た 点 に 注目 し , 各個 体 に み ら れ る 変異 の 原因 追求 
と 各種 間 の 形質 の 遺伝 的 な 有意 隆 の 有無 な ど を 検討 し 
て いる . 然し , 未だ 各個 体 に み ら れ る 諸 形質 の 変異 と 
種 問 の 関連 手 に つい て は 明らか に され て いな い . これ 
まで に Fasciola 属 の 分 類 基 準 と し て 体長 プ 体 幅 比 
が 最も 重視 され て いる が , 本 症例 に お ける 虫 体 の それ 
は 4.0 で ある . これ は 渡辺 0960 の 記載 に よる 7 
hepatica 2.3, F. gigantica 5.1, 日 本 種 3.1 と 比較 
する と F. gigantica と 日 本 種 の 中 間 に 属 する . 勿論 
これ だ け か ら 種 の 同定 を 云々 で き な い が 従来 か ら 種 の 
特徴 を 示す 形質 と きれ て いる 卵 巣 の 形態 , 腸管 の 分 岐 
状態 , 皮 ワ 載 の 形状 な ど と 合せ て 考察 する LF. hepatica 
で な い 事 は 明らか で ある . pj 特に 皮 重 の 形態 に お い 
て 基部 が 厚く , 皮 一 の 表面 に 微細 な 縦 線 が みみ られ , そ 
の 多く は 脆く 裂け て いる 事 な ど か ら F. gigantica を 
推定 し た . 然し 生 ら 成 悪 県 卵 が 低 便 内 は 勿論 虫 体内 部 
に ゃ 認め られ な か っ た こと , 購 丸 お よび 子宮 の 形態 が 
殆 ん ど 破 壊さ れ て いた こと , 更に は 忠 卵 の 遇 化 や ミラ 
シ ジ ウ ゥ ょ ム ふ な どの 生 熊 学 的 検討 を な し 得 な か っ た こと な 
ど 確定 的 な 同定 の 根拠 が 乏しい 為 Fasciola sp. と し 
て 報告 し た . dá, 本 症例 の 感染 経路 な ど に つい て は 著 


x 


者 の 一 人 で ある 村上 ら が 現在 患者 発生 地域 に 於 て 疫学 
的 調査 を すす め て 居り , その 成績 は 別 の 機会 に 報告 す 
る 予定 で ある . 


摘 要 


1) 長崎 県 南高来 郡 在住 の 15 才 の 女性 が 悪心 , 嘱 吐 , 
上 腹部 痛 を 主訴 と し て 来院 し , KRAE LB Stee 
患者 か ら 手 術 時 その 宏 腫 内 に 肝 蜂 寄生 を 認め た 症例 を 
報告 し た . MB 本 症例 は 長崎 県 に 於 ける 人 肝 星 症 の 最 
初 の 報告 例 で ある . 

25 摘出 し た 中 体 は 内 部 構造 の 精査 に より 明らか に 
Fasciola sp. と 同定 され た だ. AL, BAL 子宮 お よび 
卵子 な どの 臓器 は 何れ も その 形状 を 殆 ん ど 止 め て お ら 
T, 従っ て 本 貝 体 は 比較 的 強い 障害 を 受け て いた も の 
と 思わ れる . 

3) 本 吸虫 は PF. gigantica と 推定 され る が 確定 的 な 
同定 は 困難 で あっ た . 

4 ) 本 症例 の 感染 経路 な ど に つい て は 現在 検討 中 で 
あ る. 


稿 を 終る に 当り 御 指導 , 御 校 闘 を いた だ いた 片 峰 大 
助教 授 な ら び に 第 1 外科 の 辻 泰 邦 教授 に 感謝 致し ます . 
また 忠 体 の 観察 に 際 し 御 教 示 な ら び に 貴重 な Fasciola 
hepatica の 標本 の 贈与 を 受け た 渡辺 昇 蔵 博士 に 謝意 を 
SL x. 

Mj, AdmoroSdié;g 820] BA AEHBCEAIBSBAA 
部 大 会 に お いて 発表 し た . 
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Explanation of photographs 


Photo. 
Photo. 


Photo. 
Photo. 
Photo. 


Photo. 


ーー* 
. 


P 


Fasciola sp., the ventral view of whole worm. 


Anterior part, showing oral and ventral suckers, cirrus pouch, ovary, and 


branched caeca. 

Cuticular scales on the ventro-middle part. 

Magnified picture of ovary. 

Some deformed eggs laid sporadically at the portion of uterus. 
almost could not be recognized its original features. 
Magnified picture of a deformed egg. 


The uterus 


